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備　考

・  「嬉野温泉駅周辺まちづくり委
員会」の提言を踏まえた駅周辺
施設整備および官民連携による
賑わいづくり推進

民間で実施する駅周辺整備の
事業者を決定。駅周辺まちづくり
委員会の提言を踏まえた施設整
備等の提案がなされた。

A
魅力ある駅周辺整備の実現に
向け、さらなる協議を進め事業
推進していく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

基本目標①　　嬉野市に住みたい・行きたい”ひと”の流れをつくる

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

交流人口
【観光客数】

2,395千人
H30

（暦年）
1,968千人 1,020千人 観光客動態調査

人口の社会減
（5ヵ年累計）

500人以下 H26～30 758人 111人 住民異動月計表

（１）新幹線を活かしたまちづくりの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度

・ 新幹線開業に向けたプロモー
ションおよび開業前後の関連イ
ベント開催

市民参加プロジェクトや新幹線
開業機運醸成イベントを開催す
ることができた。

A
新幹線開業に向け、市民を巻き
込んださらなる機運醸成のため
の事業展開を図る。

値 値 把握方法

新幹線駅前交流施設
来訪者数

400千人 H30 ― ― ※駅前交流施設未開業

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 県、沿線市や近隣自治体と連
携した広域的誘客促進の取組み

西九州新幹線沿線5市ネット
ワーク会議において、開業に向
けた誘客促進の事業について検
討を行った。

A
新幹線開業に向け、さらに関係
団体との連携を深め事業を展開
し誘客を促進していく。

・ 新たな交通結節点となる新幹
線駅から温泉街や市内外各地を
結ぶ次世代モビリティを含む二
次交通の充実

次世代モビリティを含む二次交
通の充実を図るため、未来技術
社会実装事業への応募・採択の
ための事前調査を行った。

A

新幹線駅から温泉街や市内外
各地を結ぶ二次交通の充実に
ついて、実証実験等を行い事業
推進していく。

・ 国や他の道の駅等との連携に
よる「道の駅」の登録・開設を目
指した取組み

国との協議を重ね、「道の駅」の
登録に向けて取組中である。

A
「道の駅」の登録・開設を目指
し、引き続き関係機関と連携し取
り組んでいく。

・ 新たな交通拠点の誕生を契機
としたAI、IoT、5G、自動運転など
の未来技術を活用した取組み

内閣府「未来技術社会実装事
業」への応募・採択に向けた事
前調査など事業検討・整理を
行った。

A
令和3年度に未来技術社会実装
事業へ応募予定。未来技術を活
用した取組みを進める。
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備　考

基準値 令和2年度末実績
R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

宿泊観光客数
（全体）

727千人
H30

（暦年）
588千人 343千人 観光客動態調査

（２）観光まちづくりの推進・国際交流活動の推進

重要業績評価指標
目標

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 「温泉」、「食」、「自然」等を活
用した新たな観光コンテンツや
魅力の創出

ティーツーリズムや茶輪など嬉
野の魅力の一つである茶を使っ
た観光コンテンツが創出され、そ
の魅力を発信した。

B

新幹線開業を見据え、関係機関
との連携や地域づくり人材を育
成し、既存資源の磨上げや着地
型ｺﾝﾃﾝﾂ創出を目指す。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 関係団体等との連携による回
遊性のある観光まちづくりの推
進

新たな足湯の整備、橋や公施設
のライトアップ事業等により、街
なかにおける観光客等に回遊を
促すことができた。

B

コロナ拡大防止策に工夫を講じ
ながら、市内全体での回遊性向
上のため、関係団体と連携し観
光周遊環境を創出する。

外国人観光客数
（宿泊）

232千人
H30

（暦年）
120千人 15千人 観光客動態調査

・ 各種地域資源を活用した関係
団体等との連携による国内外に
向けた観光プロモーション

関係団体とともに旅行博覧会等
に出展し、国内外の旅行会社と
の商談及び一般客への観光プロ
モーションを行った。

B

コロナ禍により現地でのPR活動
が困難な現状において、オンライ
ン等を活用しｳｨｽﾞｺﾛﾅ・ｱﾌﾀｰｺﾛ
ﾅの誘客を図っていく。

・ 「嬉野版ＤＭＯ」によるブランド
づくり・マーケティングなど一体
的な観光地運営の支援

DMO候補法人として、国庫事業
等を活用し観光コンテンツ創出
や商品開発を実施。コロナ禍で
効果的な誘客に繋がらない。

B

今後、観光消費額を増やすた
め、DMOの人材育成も行い、そ
の上で地域ブランドづくりやマー
ケティングに取り組む。

・ 広域的な観光ルート形成など
広域連携による多様な観光振興
事業の取組み

肥前路南西部広域観光協議会
による観光循環バス企画や近隣
3市町連携でのレンタサイクル企
画等に取り組んだ。

A

今後、新幹線駅を起点に2次交
通を考慮した観光ルートや配置
したレンタサイクルを活用したモ
デルルートを創出する。

・ 嬉野観光ポータルサイト等を
活用した観光情報発信の強化お
よび観光情報等一元化の推進

観光協会HPの情報強化に取り
組んだ。市内施設にQRｺｰﾄﾞ看板
を設置し、観光ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄに誘導
する仕組みを構築した。

B

新幹線開業に合わた特設ページ
を作成するとともに、JR利用での
観光客誘致のための魅力発信
を行う。

・ 多言語対応、ＵＤ化、キャッ
シュレス決済など観光おもてなし
体制・環境整備の促進

各種観光案内看板等の多言語
表記化及びキャッシュレス決済
導入費用の一部助成等を実施し
た。

B

国際交流員と連携し、観光HP等
のネイティブな外国語表記への
改善やキャッシュレス決済普及
事業の継続を行う。
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備　考

B

令和3年度に着任の国際交流員
と連携し事業を充実させる。県と
連携し外国人にとっても住みや
すい地域づくりを目指す。

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ モニタリングシステムを活用し
た源泉集中管理による温泉の保
全

市内全17源泉のうち、13源泉へ
モニタリング機器の設置が完了
し、温泉の集中モニタリング管理
を実施している。

B

今後も全源泉へのモニタリング
機器設置に向け事業を推進して
いく。（未設置の4源泉のうち、2
源泉に設置の内諾）

・ 温泉文化等を通じた国際交流
の推進

嬉野温泉観光協会と連携し、友
好交流協定を締結する台北市温
泉発展協会（台湾）との温泉文
化交流を継続している。

B

コロナ禍で昨年度の交流事業は
見送り。状況が好転すれば、台
湾からのｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ事業の一環と
して交流を継続する。

・ 市内在住外国人等と市民との
交流促進による多文化相互理解
の推進

「カフェこくさいじん」を定期的に
開催し、市内に住む外国人への
日本語教育、各種イベントへの
参加等の交流を行った。
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備　考

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 県・関係機関等との連携によ
る移住支援の取組み

県主催の移住相談会や移住ﾂ
ｱｰ等に参画。さが移住ｻﾎﾟｰﾄﾃﾞ
ｽｸ等との情報共有やｻｶﾞｽﾏｲﾙ
等を通じた情報発信を行った。

A
引き続き、県・関係機関等と連携
しながら、移住相談等の移住支
援を行っていく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 空き家利用促進のためのリノ
ベーションなど助成制度の拡充

令和2年度から空き家バンク利
用促進補助金を拡充。リフォー
ム助成の他、DIY助成・不要物撤
去支援金等を創設した。

A
さらなる空き家バンク制度等の
充実を図りながら、引き続き、空
き家バンク利用促進に努める。

・ 市が運営する空き家バンクへ
の登録促進

物件登録奨励金創設など制度
拡充や各地区での空き家掘り起
し等により登録物件が増え、本
事業の活性化に繋がった。

A
さらなる空き家バンク制度等の
充実を図りながら、引き続き、空
き家バンク登録促進に努める。

値 把握方法
市・県が支援した移住者数

（転入奨励制度・移住支援制度・
空き家バンク利用者等）

350人 H26～30 256人 113人
空き家ﾊﾞﾝｸ利用促進補助
及び移住促進応援金実績

（３）移住・定住したいまちの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値

・ 大都市圏での移住相談会開催
や市ホームページ等による移
住・定住情報発信の充実

ｺﾛﾅ禍でｵﾝﾗｲﾝでの移住ﾌｪｱ等
に参加し移住相談会を開催。移
住促進補助の拡充や空き家ﾊﾞﾝ
ｸ物件情報を充実させた。

A

次年度より地域おこし協力隊を
採用し、積極的な情報発信に努
め、移住施策の充実を図ってい
く。

・ 「おためし移住制度」の導入な
ど移住希望者への相談・支援体
制の拡充

コロナ禍で移動が制限される中
で、令和2年度からのおためし移
住制度の導入を見送った。

C
全国的なコロナの感染状況を見
ながら、おためしサテライトオフィ
スとともに制度導入する。

・ 転入奨励制度など移住促進の
ための優遇施策の拡充

令和2年度から転入に特化した
奨励制度に移行。住宅取得応援
金だけでなく、引っ越し・女子
ターン応援金等を創設した。

A

新制度のさらなる情報発信に努
め、移住希望者へ本市移住の
きっかけや後押しとなるよう事業
推進する。

・ 景観の保全と景観づくりの推
進および生活排水処理施設など
住環境の整備促進

生活排水処理施設整備事業に
より、市営浄化槽が80基/年が
整備され、公共下水道整備率は
96.97％となった。

A

今後も景観保全と景観づくりを
推進し、生活排水処理施設など
住環境の整備促進事業を継続
する。
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備　考

年度 値 値 把握方法

今後、施策内容の変更も視野に
入れながら、効果的な施策を検
討していく。

・ 各種媒体を活用した市内外へ
の文化芸術に関する情報発信
の充実

市HP・SNS、班回覧のほか、ラジ
オや以前の参加者へのDM等も
併用し、自主事業等の情報発信
を積極的に行った。

A
今後も継続して、自主事業及び
リバティでの開催イベント等の積
極的な情報発信を行っていく。

・ 塩田津・志田焼の里博物館・
長崎街道・キリシタン史跡・鍋野
和紙など文化遺産や歴史的資
源の魅力向上およびそれらを活
用した文化振興

文化遺産や歴史的資源の保全
に努めているものの、それらを活
用した文化振興事業に取り組め
ていない現状である。

B

今後、文化遺産や歴史的資源を
所管する部署との連携を強化し
ながら魅力向上及び活用を検討
していく。

・ 市内各地区に受け継がれる面
浮立・踊浮立・猿浮立・鉦浮立・
獅子舞・大名行列など伝統芸能
継承の支援

伝承芸能の保存支援を行うとと
もに、地域に伝わる伝統芸能を
小学生に披露・体験する事業を
実施し意識の向上を図った。

A

今後も、関係団体及び地域コミュ
ニティ・学校等と連携し、地域の
伝統芸能保存・継承するための
事業を継続していく。

社会文化会館「リバティ」
文化ホール利用件数

380件 H30 333件 203件 施設貸出利用実績

（４）文化の薫るまちづくりの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 市内外から多くの来場者を呼
べる魅力的な演奏会・舞台芸術
等の開催・誘致

魅力的な演奏会・寄席等を開催
するとともに、ﾌｧﾐﾘｰ向けの子ど
もｵﾍﾟﾗ等を実施し、市内外から
多くの来場者があった。

A
今後もさらに魅力的な演奏会・
舞台芸術等を企画・実施してい
く。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 文化芸術分野で活躍する佐
賀・嬉野ゆかりの人物にスポット
をあてたイベントおよびワーク
ショップ等の開催

近年、開催できていない。 D
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備　考

今後も持続可能なスポーツライ
フを目標に継続した事業を実施
する

（５）人と地域が元気になるスポーツの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

スポーツ施設利用件数 3,400件 H30 3,127件 3,725件 施設貸出利用実績

評価 今後の取組
（予定・課題等）

スポーツ合宿参加者数 10,000人 H30 9,426人 1,004人 合宿誘致補助実績

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等）

・ スポーツツーリズム推進のた
めの受入れ体制強化および魅
力向上

市体育協会や嬉野温泉旅館組
合等と連携し、魅力発信と合宿
や大会誘致を行った。

A
引き続き、官民連携した情報発
信及び大会等誘致に努める。

・ 官民連携によるスポーツコミッ
ション組織の育成

スポーツ大会合宿等誘致推進協
議会において、官民連携した活
動を行った。

A
引き続き、官民連携した大会及
び合宿誘致に努める。

・ 魅力あるスポーツイベントやス
ポーツキャンプ・合宿等の開催・
誘致

ﾌﾟﾛ野球選手自主ﾄﾚｷｬﾝﾌﾟやｻｯ
ｶｰ日本代表選手の合宿が実施
されたが、ｺﾛﾅ禍により十分な誘
致には至らなかった。

B
コロナの感染状況に配慮しなが
ら、引き続き、官民連携した大会
及び合宿誘致に努める。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・  各種媒体を活用した市内外へ
のスポーツに関する情報発信の
充実

市HP・市報・プレスリリースによ
り、各種イベント等の開催・募集
及び結果情報を発信した。

A
タイムリーな情報発信とSNS等を
活用した情報発信を行う。

・ 体力づくりや健康増進を目的
とした運動習慣確立等のスポー
ツライフ推進事業の実施

連携協定を締結しているミズノと
の連携事業において、ウォーキ
ング教室及び忍者フェスタを実
施した。

A

・ スポーツを市民みんなで支え
るスポーツサポーター制度の創
設・育成

スポーツサポーター制度を導入
し、オリンピック聖火リレーや合
宿等のスポーツ振興事業等の運
営に協力してもらった。

A
スポーツサポーター制度の普及
啓発及び登録者の増加に努め
る。
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備　考

・ 市内におけるバリア状況調査
やバリア情報発信の充実

障がい者や外国人観光客等も
不安なく来訪できるよう、各人に
合わせた情報提供やHPでのﾊﾞﾘ
ｱﾌﾘｰの情報発信を行った。

A

今後も様々な来訪者への情報提
供を継続していく。また、HP等に
おいて、さらなる多言語化を推進
していく。

・ 市全体での「バリアフリーなお
もてなし」のための受入れ体制
（ハード・ソフト）の拡充

A

西九州大学及び佐賀女子短期
大学との連携の他にも、嬉野高
校ボランティア部の研修発表等
で連携を図っていく。

・ 「バリアフリー観光」のための
佐賀嬉野バリアフリーツアーセン
ターの活動支援

継続した佐賀嬉野バリアフリー
ツアーセンターへの活動費補助
金交付等の支援を行った。

A

バリアフリー観光の中心を担う
当団体への活動支援を継続し、
さらなるひとにやさしいまちづくり
の推進を図っていく。

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾂｱｰｾﾝﾀｰが中心とな
り、UDおもてなし体制整備事業
を実施した。各施設のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
情報の把握ｼｰﾄを作成。

A

民間救急業者との連携による寝
たきりの人の温泉旅行を可能と
するﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑの運用等
の事業に取り組んでいく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 市全体での「暮らしのバリアフ
リー」やＵＤの意識向上および普
及啓発の推進

差別のない社会実現を図るた
め、「心のバリアフリー」マニュア
ルを作成し配布した。

A

引き続き、関係団体と連携し普
及啓発事業を行いながら、ＵＤ意
識向上やﾊﾞﾘｱﾌﾘｰなおもてなし
の醸成を図っていく。

・ 誰もが一緒に楽しめるユニ
バーサルスポーツ・レクの普及
促進

うれしのレクボッチャ大会を開催
し、パラスポーツ「ボッチャ」の普
及啓発を行った。

A

うれしのレクボッチャ大会をＵＤ
おもてなしフェスと連動させ、
様々な人が一緒に楽しめるよう
イベント効果を高めていく。

値 値 把握方法
外国人や障がい者にも対応
できるﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ(UD)

ｶﾞｲﾄﾞ登録者数
50人 H30 29人 29人

ＵＤガイド
登録者名簿

「ボッチャ」競技参加人数
（延人数）

1,400人 H30 420人 202人
ボッチャ競技
参加人数報告

（６）ひとにやさしいまちづくりの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度

・ 建築物・道路・公園・公共交通
などまちづくり全体にかかるＵＤ
化の促進

様々な施設のUD化無料相談を
実施した。また、市内新規店舗
や県内観光施設など34箇所の
バリア調査を行った。

A
今後も公共的施設のユニバーサ
ルデザイン化無料相談及びバリ
ア調査を実施していく。

・ 連携協定校である佐賀女子短
期大学等との連携強化によるＵ
Ｄに関する環境整備

西九州大学の学生等に「うれし
のボッチャ大会」の運営協力（競
技説明・審判）を仰ぐなどの連携
を図った。
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備　考

・ ふるさと応援寄附金事業およ
び企業版ふるさと納税事業の推
進

寄附窓口（サイト）拡充や企業版
マッチング支援事業等に取り組
んだ。前年度実績は過去最高の
寄附受入額となった。

A

さらなる魅力発信や返礼品開
発・寄附窓口拡充など、寄附増
大のための取組みを実施してい
く。

今後の取組
（予定・課題等）

・ 「嬉野学（郷土学習）」による郷
土愛の育成および心の教育の
推進

各学校での嬉野学の取組みは
着実に進められている。ゲスト
ティーチャーを招いての体験学
習の実施が難しかった。

A
コロナ禍でもできるように取組み
を工夫し、嬉野学を通した郷土
愛の育成を図る。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 地域・学校・家庭のサポートに
よるコミュニティ活動など地域活
動への参加促進

地域でのラジオ体操の復活で異
世代間の交流が図られた。コロ
ナ禍により様々な交流事業を中
止せざるを得なかった。

A
コロナ禍で地域活動への参加が
難しいが、知恵を出し合い工夫し
てできる交流を探る。

・ 郷土の歴史を次世代に受け継
ぐための「嬉野市史」の編さん

編纂委員会等において事業進
捗状況等を確認。専門員等によ
る現地調査・資料収集に努め
た。

B

執筆のための調査や資料収集
等を継続。各委員会及び専門部
会を開催し執筆の進捗管理及び
内容の精査・検討を行う。

・ 本市に関わりを持ってもらうた
めのシティプロモーション等の強
化

コロナ禍で思うようにプロモー
ションは実施することができな
かった。

B
ウィズコロナ・アフターコロナを意
識した事業組み立てを行い、シ
ティプロモーションを強化する。

（７）ふるさと教育の推進・関わりたいまちの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法
「本市に（将来は）住みたい・戻っ
てきたい・貢献したい」と回答す

る市内在住高校生の割合
70.0%以上 R1 62.1% ―

※アンケート未実施
（5年ごと）

ふるさと応援寄附金（ふるさと
納税）の寄附者数

156,500人 H30 104,331人 163,189人
ふるさと応援寄附金

寄附実績

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価
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R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

新規雇用者数
（5ヵ年累計）

160人 H26～30 30人 0人 担当課調べ

（１）企業誘致ビルを活用した新たな雇用の創出

基本目標②　　嬉野市で働きたい”しごと”をつくる

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

企業誘致による
新規雇用者数

140人 H26～30 12人 0人 担当課調べ

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 企業誘致ビルへの入居企業の
獲得

市企業誘致ビルへの新規入居
企業の獲得には至らなかった。

B
引き続き、入居企業の獲得に向
けて取り組みを進めていく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

・ 県や各関係機関等と連携した
企業誘致活動の強化

県と連携した企業誘致活動を行
い、地方への事業展開を検討し
ている企業に対し本市での視察
対応を行った。

A
本市を視察された企業の誘致に
繋げるべく、引き続き県と連携を
図っていく。

・ 企業進出しやすい企業誘致支
援制度の拡充

進出企業に対する既存の支援
（優遇）制度の拡充には至らな
かった。

C
企業のニーズを把握しながら、
必要であれば支援制度の拡充も
行っていく。

・ 企業誘致にかかるプロモー
ションの充実

コロナ禍ではあったが、企業マッ
チングイベントに県と参加し本市
のプロモーションを行った。

A
コロナ後を見据えながら、選ば
れるまちを目指し、さらにプロ
モーションを強化していく。
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備　考

・ 市内企業に対する奨励制度等
の支援拡充

企業等誘致条例の奨励措置適
用条件に該当する企業につい
て、事業所増設分にかかる固定
資産税免除を継続した。

A

生産性向上特別措置法による固
定資産税の特例制度の導入及
び導入促進基本計画の策定を
行う。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

（２）地場産業を支える企業支援・起業支援の推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

市内企業支援およびマッチング
支援による新規雇用者数

10人 H26～30 5人

・ 移住や空き店舗活用等による
起業支援の拡充

新たに創設した転入奨励の起業
応援金や商店街空き店舗活用
による店舗改修費補助金等によ
り起業支援を行った。

A
今後も、移住や空き店舗活用等
の各施策と連動した企業支援を
推進していく。

0人 担当課調べ

市が支援した起業件数 10件 H26～30 6件 2件
都市構造再編集中支援事業
及び移住促進応援金実績

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 関係機関と連携した創業ス
クール開催等の創業支援の拡
充

嬉野市商工会と連携し創業ス
クールを開催し、起業者等へ創
業計画に対する支援を行った。

A
引き続き、嬉野市商工会と連携
し、創業スクールを開催し、創業
計画に対する支援を行っていく。

・ 市内企業への若者や女性・障
がい者の雇用促進・啓発

企業（事業所）に対し、地元雇用
の拡大及び促進の普及啓発を
行った。

A
関係機関等と連携し、さらなる雇
用拡大等を企業（事業所）へ働き
かけていく。

・ ＵJＩターン等の移住希望者に
対する域内企業情報や就業相
談の充実

移住相談会等において、就業相
談等にも随時対応しているもの
の、域内企業情報が不足してい
る状況。

B
各種移住相談等のなかで、移住
希望者のニーズにあった情報提
供に努める。

・ 市内企業へのインターンシップ
受入れ体制の強化・支援

市内関係団体が行う大学（韓
国）からの受入れに際し、国際交
流事業の観点から支援を行っっ
ている。（R2年度中止）

C
高校や大学等との連携のなか
で、市内企業の協力も得ながら
受入れ体制を強化していく。

・ 大学等のサテライト教室開催
や連携する大学との共同研究の
実施

佐女短大との連携でｻﾃﾗｲﾄ講座
を開講（昨年度中止)。新幹線駅
周辺まちづくりについて佐賀大
学と共同研究を実施した。

A
様々な分野やテーマにおける課
題解決に向け、大学等との連携
を図っていく。
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備　考

・ 金融機関等と連携した市内中
小企業への事業資金融資等の
支援

商工会において、経営全般、資
金調達や融資制度等の助言指
導を行い、起業者への支援を
行った。

A

創業支援事業計画に基づき、
市、商工会、金融機関等が連携
し、起業者等へ創業計画・資金
調達等の支援を行う。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

観光客動態調査

商店街の空き店舗率 12.9%以下 H30 17.8% 18.4% 空き店舗調査

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

（３）魅力ある地域商工業の創造

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

観光消費額 17,591百万円
H30

（暦年）
14,408百万円 7,987百万円

・ 県や商工団体等と連携した地
元企業の経営支援および地域
産業の担い手育成・支援

商工会等が行う創業、経営、金
融、税務等の個別相談や指導等
の支援を行った。

A

創業支援事業計画に基づき、新
規創業の相談から創業セミナー
等の創業までの支援を商工会と
ともに行う。

・ 空き店舗活用など商店街等活
性化施策の推進・支援

国、県の空き店舗改修に対する
補助金を活用し、商店街での開
業する者への支援を行った。

A
今後も商工会や商店街と連携
し、空き店舗活用による創業者
への開業支援を行っていく。

・ 魅力的な新商品・新サービス
の開発や販路拡大のための支
援

中小企業販路開拓事業や地場
産品ものづくり支援事業により、
新商品開発・販路開拓の支援を
行った。

A

引き続き、市内事業者の新商品
開発や販路開拓等の事業をサ
ポートし、市内産業の底上げを
図る。

・ キャッシュレス決済導入の促
進・支援

県補助活用のキャッシュレス決
済普及に努め、各事業所への導
入が促進された。また、利用者
側の普及・啓発にも努めた。

A
引き続き、キャッシュレス決済促
進のための市民・利用者への普
及啓発・支援に努める。

・ 消費拡大や販路開拓のための
地域特産品やサービス等のプロ
モーション充実

チャレンジ事業補助金等により、
コロナ禍における経済活性化に
資する市内各事業者の取組みを
支援した。

A

今後もコロナ感染症の影響を考
慮しながら、地域特産品やサー
ビス等のプロモーション充実のた
めの支援等を行う。

・ 賑わい創出企画など地域産業
活性化に資する各種商工団体
等の活動推進・支援

嬉野温泉商店街ウェルカムキャ
ンペーン等、各種商工団体等が
実施する活動に対し支援を行っ
た。

A

今後もコロナ感染症の影響を考
慮しながら、地域産業活性化に
資する各種商工団体等の活動
推進・支援等を行う。

11



備　考

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

市内生産者の
うれしの茶販売高

795,500千円 H30 794,000千円 596,177千円 西九州茶連取扱実績

海外販路開拓に向けた
商談成立件数

15件 Ｈ26～30 13件 2件 観光客動態調査

海外販路開拓による
うれしの茶出荷量

12.9トン H30 8.1トン 0.5トン
県茶商工業協同組合

取扱実績

（４）うれしの茶の生産振興と販路・需要開拓うれしの茶の販路・需要開拓

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

・ 茶業生産基盤強化のための取
組み支援

茶園基盤整備事業で規模拡大
や生産性向上、さが園芸生産
888億円事業で革新的技術の導
入や長寿命化を図った。

A
今後も県やＪＡ等と連携しながら
茶業生産基盤強化の各種事業
を行い支援する。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 優良品種導入事業等による高
品質茶生産拡大の支援

優良品種茶苗導入により茶園の
樹勢回復が図られ、高品質の茶
生産や収穫量の増加へ繋げるこ
とができた。

A

ＪＡ等と情報共有しながら国の改
植支援事業による優良品種導入
事業を継続し、さならる高品質茶
生産拡大を支援する。

・ 新商品開発等による高付加価
値化の促進

県支援事業を活用した若手生産
者による新パッケージ等の商品
開発や焼き物とコラボした新商
品づくり等に取り組んだ。

B
今後も 茶業関係機関と連携し、
新商品開発等を支援し茶の高付
加価値化を促進していく。

・ 茶業関係機関と連携した海外
販路開拓の推進・支援

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ産地協議会で産地計画
策定や輸出用圃場実態調査・残
留農薬検査を実施し、海外販路
開拓の基礎を築いた。

A

左記事業に加え、海外市場マー
ケティングやオンライン商談会に
より、さらなる海外販路開拓の推
進及び支援を行う。

・ 茶業関連団体各種協議会・団
体等の活動推進・支援

茶業生産者団体やＪＡ・茶商等
の生産から流通・販路拡大まで
の活動支援により、うれしの茶の
ＰＲが図られた。

A

今後も茶業関連各種協議会・団
体等の活動を継続的に支援する
ことにより、うれしの茶の高品質
化及び販路拡大を図る。

・ うれしの茶交流館を活用した
「うれしの茶」発信およびブランド
力の強化

うれしの茶の歴史、お茶の淹れ
方や茶染め体験、喫茶コーナー
等を通じ、国内外の方へうれし
の茶のＰＲが図った。

A

うれしの茶の歴史・各種体験等
に加え、うれしの茶を使ったメ
ニュー等、うれしの茶の発信やブ
ランド力強化を図っていく。
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備　考

“うれしのブランド”野菜の
作目数

8種類 H30 3種類 8種類
JA、普及ｾﾝﾀｰとの

連絡調整会議

酒造用米(山田錦)の
作付面積

22ｈａ H30 18ｈａ 15ha 水田台帳


（５）“うれしのブランド”づくりと稼ぐ農業の推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

６次産業の件数 10件 H30 6件 10件 関係機関との連絡調整

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 農業基盤整備や生産体制強
化のための取組み推進・支援

農地中間管理事業及び人・農地
プランの重点区域として、基盤整
備事業に取り組む集落等を指定
（現在10地区指定）。

A
今後も基盤整備事業に取組む
集落等について、農林整備課と
連携し新たに指定する。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 需要の高い農作物の作付拡
大や品質向上など地域ブランド
確立のための取組み推進・支援

茶農家の端境期対策で上岩屋
地区を中心に西洋野菜の作付
けに取り組んだ。生産だけでなく
販売までの取組みを支援。

A

今後は地域ブランドとしての認知
度をあげるとともに、生産量の増
加及び販売先の確保が課題と
なっている。

・ 女性や高齢者等の就農促進
および収益性向上につながる取
組み推進・支援

農業女子の活動推進事業による
支援とともに、低迷する茶農家
の端境期における西洋野菜等の
取組み支援を行った。

A

農業女子及び茶農家への支援
のため、普及センターや農林事
務所及びJAとの連携により支援
体制を確立する。

・ 各関係機関等と連携した６次
産業化に関する取組みの推進

各農家での取組みだが、県の農
村ビジネス支援事業を活用した6
次産業化の取組みに対し一部補
助の支援を行った。

A

県農林事務所や普及センターと
情報共有しながら、市としても農
産物の製品化への取組み支援
を行う。

・ 各関係機関等と連携した都市
農村交流に関する取組みの推
進

農泊やグリーンツーリズム等の
都市農村交流の取組みについ
ては、コロナ禍において事業推
進等も厳しい状況にあった。

D

市内での取組みはあまり活発で
はなく、市外、県外の取組みを参
考に事業推進・支援を検討して
いく。

・ スマート農業に取り組む農業
者等への研修や機器導入の支
援

市内の営農組合連絡協議会等
におけるスマート農業に関する
研修や機械導入のための補助
金を交付した。

A

関係機関との連携により、研修
機関の選定や営農組織の導入
計画等を把握し支援に繋げてい
く。
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備　考

（６）活力ある農業担い手の育成と農業後継者の確保

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

任意営農組合の法人数 12組合 Ｈ30 8組合 8組織
市営農組合

連絡協議会名簿

営農組合の未組織地区での組
織化数

2組織 H26～30 1組織 0組織
市営農組合

連絡協議会名簿

青年就農者数 32人 H30 19人 24人
農業次世代人材投資

資金給付金受給者名簿

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 集落営農組織の育成および経
営体法人化の推進

普及センター、農林事務所、JA
と連携をしながら、市内の集落
営農連絡協議会での法人化の
推進を行った。

A

普及センター、農林事務所、JA
と連携をしながら、集落営農組
織の法人化に向けた協議等へ
参加し支援していく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 認定農業者の育成と活動支援

認定農業者数も高齢化により減
少傾向。そのような中でも、新規
就農者が認定農業者へ移行す
るケースも出てきた。

B
認定農業者となるための経営改
善計画の作成を促し、計画達成
に向けた取組みを支援していく。

・ 新規就農者や女性就農者の
育成と活動支援

市内ではﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌｧｰﾑ修了生
や先進農家での研修を経ての就
農者が増加。農業女子も関係機
関と連携し支援を行った。

A

新規就農者がスムーズな就農が
できるよう各種補助金等を活用
などについて、助言や情報提供
の支援を行う。

・ 農業次世代人材投資資金等を
活用した農業後継者確保の促進

茶農家や園芸作物の後継者確
保のため、就農相談等を行い農
業次世代人材投資資金の活用
促進を行った。

A
今後も県機関やJA等と連携し、
農業後継者の確保に向けて情
報共有しながら推進を行う。
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備　考

A

これまでの取組みを継続しつ
つ、今後はSNSを活用した情報
発信や独身者が相談員に相談し
やすい環境の構築を行う。

・ 他自治体や民間事業者等と連
携した結婚支援事業の推進

近隣市町イベントの情報共有や
民間委託での婚活イベント・セミ
ナーを実施した。コロナ禍で例年
の取組みができなかった。

B

民間業者と連携した魅力あるイ
ベントの計画や他市町との共催
イベントの開催に取り組んでい
く。

婚姻数（5ヵ年累計） 600組 H26～30 566組 158組 住民異動届集計

（１）出会いをサポートする結婚支援

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

出生数（5ヵ年累計） 1,000人 H26～30 945人 174人 住民異動月計表

基本目標③　　嬉野市で結婚・出産・子育てしたい”まち”をつくる

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

出会いの場における
カップル成立数

80組 H26～30 68組 5組 結婚支援イベント実績

結婚支援事業登録者数 150人 H30 101人 67人 結婚支援登録者名簿

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ お見合いや婚活イベント開催
等による男女の出会いの場の創
出

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講座、婚活ﾊﾟｰﾃｨ・ﾊﾞ
ｽﾂｱｰ開催、他市町ｲﾍﾞﾝﾄ情報等
提供。県さが出会いｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
を月1回本市で開設。

A

出会いの場提供、お見合い、セ
ミナー等の結婚支援事業を継
続。また、近隣市町と連携し互い
にイベントを共催する。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 結婚支援相談員やサポーター
等の育成

支援相談員を配置し、支援希望
者の登録手続きやお見合いを実
施。また、結婚支援ｻﾎﾟｰﾀｰ研修
や交流ｲﾍﾞﾝﾄに参加。

A

これまでの取組みを継続しなが
ら、特にお見合いの設定を拡大
していく。コロナ禍で相談員によ
る電話相談も計画する。

・ コミュニケーション力の向上な
ど独身者向けスキルアップ講座
の開催

婚活イベントと組み合わせた事
前セミナーを開催することで、参
加者にとって有意義なイベントと
なった。

A
今後もイベント参加者にとって、
魅力ある講座等を継続的に実施
していく。

・ まちづくり団体等が実施する婚
活イベントなどの取組み支援

市内団体が主催する婚活イベン
トの事業費補助及び結婚支援登
録者への開催チラシ送付等の支
援を行った。

A

今後も結婚支援登録者へ関連イ
ベントの周知等を行い、市内団
体との連携により結構支援事業
を推進していく。

・ 結婚機運の醸成および結婚支
援情報に関する発信の強化

登録者や結婚応援事業所等へ、
婚活ｾﾐﾅｰやｲﾍﾞﾝﾄ開催の情報
等をﾁﾗｼ配布、班回覧、市・県HP
掲載により周知した。
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備　考

4,000人 H30 3,838人 3,946人 地域保健事業実績

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

（２）妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

不妊治療費助成件数 20件 H30 15件 27件 不妊治療費助成実績

不育症治療費助成件数 3件 H30 0件 1件 不育治療費助成実績

訪問指導・健康相談件数
（妊産婦、乳幼児、学童）

・ 妊娠・出産期から乳幼児・学童
期に至るまでの母子サポート体
制の充実

児の発育・産婦の健康管理・育
児相談等を実施。産後うつの早
期発見・治療、必要なｻｰﾋﾞｽに
繋ぐ等の支援を行った。

A

子育て世代の孤立を防ぐため、
引き続き訪問・相談に積極的に
取り組んでいく。また、オンライン
相談も検討していく。

・ 不妊治療（体外受精・顕微授
精）および不育症治療にかかる
治療費助成の実施

令和2年度から不妊治療助成の
上限を1件10万円から20万円に
拡充したため、対象者の経済的
負担を軽減できた。

A
国や県の動向を見ながら、今後
も不妊・不育治療費助成を継続
していく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 広域連携による夜間・休日小
児救急医療の提供

小児の第1次救急医療体制確保
のため、杵藤広域圏内で夜間・
休日小児診療を実施。（本市R2
実績：71人利用）

A

子どもの急な発病等にいち早く
対応でき、安心して子育てがで
きる医療体制確保のため、引き
続き取り組んでいく。

・ 子育て世代包括支援センター
を中心とした母子相談・支援の
充実

専任保健師が各機関とのｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰの役割を担い、支援の必
要な妊産婦や幼児への情報提
供・保健指導等を行った。

A
支援プランの作成が必要。これ
まで以上に関係機関との顔の見
える関係づくりに努める。
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備　考

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 「こどもセンター」を中心とした
出産から子育て・教育に至るま
での相談支援の充実

こどもセンター利用者も増え、相
談・交流等が子育て中の方の不
安やストレスの軽減に寄与する
取組みとなった。

A
こどもセンターに関する周知を徹
底し、さらなる利用の促進を図っ
ていく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 育児不安・孤立化の解消や子
育て相談・交流を促進する地域
子育て支援センターの充実

子育て支援センター利用者も増
え、相談・交流等が子育て中の
方の不安やストレスの軽減に繋
がる取組みとなった。

A
子育て支援センターに関する周
知を徹底し、さらなる利用の促進
を図っていく。

・ 病児・病後児保育、延長保育、
一時預かりなど保育サービスの
充実および乳幼児や障がい児の
保育の場の確保

令和２年度から小規模保育所を
認可し、一時預かり等の事業所
を増やした。障害保育は市独自
事業の支援を行った。

A

病児・病後児保育、延長保育、
一時預かりなど保育サービスの
周知を徹底し、さらなる利用の促
進を図っていく。

病児保育事業 50人 H30 40人 17人
利用者実績

(他市町利用者含む)

ファミリー・サポート・
センター事業

250人 H30 239人 591人 利用者実績

日頃から家事（育児・介護を
含む）に関わる男性の割合

85.0％以上 H28 68.7% ―
※アンケート未実施

（5年ごと）

（３）安心して子どもを育てられる環境づくりの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

・ ファミリー・サポート・センター
の体制強化およびサービス利用
の促進

ファミサポ無料券の有効期限を2
年間に延長する等、利用促進の
取組みを行った。

A
ファミサポ会員の拡大を図り、よ
り利用しやすい制度・環境づくり
に取り組んでいく。

・ ひとり親家庭への医療費助成
や応援給付等の子育て支援およ
び自立に向けた就業支援

母子父子自立支援員を置き、就
業支援を手厚く行った。また、毎
年の更新時にヒアリングを行い
支援に繋げている。

A
今後もハローワーク等関係機関
と連携を密にし、必要な支援を
行っていく。

・ 児童虐待の予防や早期発見・
対応のための支援体制の強化

令和2年度から子ども家庭総合
支援拠点事業により、児童虐待
の早期発見や啓発など子育て支
援を充実させた。

A

研修会等を通じ相談員のスキル
アップを図っていく。女性・子ど
も・家庭支援センターの周知を徹
底し、利用の促進を図る。
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備　考

令和2年度から子ども家庭総合
支援拠点事業により、児童虐待
の早期発見や子育て相談などの
支援を行った。

A

研修会等を通じ相談員のスキル
アップを図っていく。女性・子ど
も・家庭支援センターの周知を徹
底し、利用の促進を図る。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ ワークライフバランスの充実お
よび男女共同参画の意識向上
のための取組み推進

県との共催「ﾏｲﾅｽ１歳からのｲｸ
ｶｼﾞ推進事業」のｵﾝﾗｲﾝ開催等
に取り組んだ。啓発映写会はコ
ロナ禍でＲ2年度中止。

A

今後も関係団体と連携し講演
会・映写会の実施、啓発活動や
ｲﾍﾞﾝﾄ情報発信など男女共同参
画社会の推進を図る。

・ 女性活躍の場を拡大するため
の情報発信および普及啓発活
動の推進

女子野球ﾀｳﾝ構想を掲げ、女性
が輝くまちづくりの取組みを開
始。また、国・県からの普及啓発
の情報提供を行った。

A

市での「女性が輝くまちづくり」の
取組みを推進していく。継続した
女性活躍に関する情報の発信を
行う。

・ チャイルドカウンセラー等の支
援体制強化による幼児教育・保
育の充実

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）
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（４）特色ある教育の推進と確かな学力の育成

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

全国学力・学習状況調査
対象学年／実施教科
・小6／国語･算数
・中3／国語･数学
※年度によって英･理も実施

小中学校とも調査対
象の全教科で市平
均点が全国平均以
上

R1

小6：全教科で市
平均が全国平均
以上
中3：全教科で市
平均が全国平均
以下（県平均以
上）

―
※全国学力・学習状況調査

未実施
（コロナ禍のため）

県小・中学校学習状況調査
対象学年／実施教科
・小4･5･6／国･算･理･社
・中1･2／国･数･理･社･英

小中学校とも調査対
象の全教科で市平
均点が県平均以上

H30

小6：理科・中2：国
語以外の教科に
おいて、市平均が
県平均以上

国語：中1(99.6）、中2
（99.8）以外の教科に
おいて、市平均が県
平均を上回った。（県
平均：100)

県小・中学校
学習状況調査

小中学校のICT環境整備

無線LAN（普通教
室）および可動PC（1
人1台）の整備率：
100％

H30 -

無線LAN：80％
(普通教室・特別教
室）
可動PC：67.7％

担当課調べ

特別支援教育支援員の配置
必要とする全ての学
校へ配置

H30 15人 15人（充足） 担当課調べ

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 『嬉野市副読本「生きる力」の
教科書』の活用による自己解決
力・自己防衛力等の育成および
生きる力の伸長

生きる力の三訂版作成、SNS関
連の内容を充実させた。児童生
徒が直面する課題への対応を学
べるものとなった。

A

児童生徒の心に響く授業実践例
を市の共有財産として活用。ﾜｰ
ｸｼｰﾄを共有化し全学校で活用し
指導の充実を図る。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 小学校の「子ども学校塾」によ
る学習習慣の定着および中学校
の「放課後等補充学習支援事
業」による基礎学力の向上

学習習慣の定着及び学力向上
のため 、学校塾や放課後補充
学習に取り組み、基礎基本の定
着に成果がでてきた。

A

コロナ禍では学校塾は休止し、
放課後等補充学習のみを実施。
今後、学校塾に代わる取組みも
検討していく。

・ 国語辞典の支給・活用による
語彙力等の育成

辞書引き学習により、児童の辞
書活用能力を高め、学力向上に
繋がった。辞書活用が学習方法
の広がりにも繋がった。

A
取組み状況を確認しながら、国
語辞典の支給を継続していく。

・ より良い小中一貫教育の在り
方に関する研究の推進

「ろく・さんプラン（スリーステッ
プ）」をベースに、小中一貫教育
に向けたさらなる研究が推進さ
れた。

A

令和2年度はｺﾛﾅの影響で、次
年度を４年目として取り組んでい
く。今後も小中学校９年間の学び
の連続性を確立する。

・ 「校長先生の知恵袋事業」によ
る校長のマネジメント力強化

創造的教育的価値の高い事業
を評価し、学力向上や体験活動
の充実等、特色ある 学校づくり
の推進が図られた。

A

成果報告会を実施することに
よって、費用対効果の検証を行
い、より効果的な実践を追究して
いく。
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具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 早期からの教育相談等による
就学支援の充実

特別支援教育が充実し保護者
の安心へと繋がった。特に年中
児相談など早期からの対応で就
学がｽﾑｰｽﾞになった。

A
今後も子育て未来課と密に連携
し、早期支援事業に取り組んで
いく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 学校運営協議会を核とした地
域コミュニティ組織との協働によ
る学校づくりの推進

地域ｺﾐｭﾆﾃｨとの連携で地域とと
もにある学校づくりが浸透。小学
校でのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾃｨｰﾁｬｰは大き
な学習支援となった。

A

地域ｺﾐｭﾆﾃｨとの連携を強め地
域とともにある学校づくりを進め
る。ｺﾛﾅ禍でも取組継続の知恵
を出し実践を積み重ねる。

・ タブレット端末や既存のICT機
器を活用した授業の充実

小４から中３までに１人１台のタ
ブレット端末を配布した。電子黒
板をうまく活用し授業を進める教
員が増えた。

A

小1から小３までにﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末を
配布し全学年整備を完了予定。
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ活用の研修会や先進的
取組の情報共有を図る。
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NPOの設立・運営に関する相
談・問い合わせに対応するととも
に、県からの関連情報を各団体
に向けて提供した。

A
今後も各地域団体等の活動支
援等を行い、県等からの関連情
報を積極的に提供していく。

22,500人 H30 21,025人 12,950人
地域コミュニティ事業

実績報告

65歳以上人口に占める
要支援・要介護者の割合

 17.00％未満 H30 17.32% 17.49%
杵藤地区介護保険

事務所調べ

（１）コミュニティ活動等の推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

地域コミュニティ事業への
住民参加数

基本目標④　　嬉野市で安心して暮らしたい“地域”をつくる

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

地域コミュニティへの
市事業委託数

14事業 H30 ７事業 8事業 担当課調べ

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 全地区地域コミュニティによる
自主的・積極的な各種コミュニ
ティ活動の推進・支援

地域ｺﾐｭﾆﾃｨが策定した地域計
画に基づく地域ｺﾐｭﾆﾃｨ活動を円
滑に実施するための活動費支援
等を行った。

A

・ 地域住民等による主体的な景
観づくり活動の推進・支援

多くのコミュニティで美化活動
（花いっぱい運動）や清掃活動
（草払い、溝掃除）、不法投棄禁
止看板設置に取り組んだ。

B
今後も各コミュニティでの活動を
継続し、さらに拡大するよう推進
していく。

今後も各地域コミュニティ活動に
対して、交付金をはじめとする各
種支援を行っていく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 地域コミュニティの活動状況等
に関する情報発信の充実

各地域ｺﾐｭﾆﾃｨの活動を市報、市
HP、行政放送等で情報発信し
た。また、地域内で定期的に活
動ﾁﾗｼを全戸配布した。

A
今後も各地域コミュニティの様々
な取組み等に関する情報発信の
強化を図っていく。

・ 各地区地域コミュニティの自主
防災活動の推進・支援

全ての地域ｺﾐｭﾆﾃｨで避難訓練
や消火訓練、非常食炊き出し訓
練、救急救命講習会など自主防
災訓練を実施した。

A

引き続き、 各地域コミュニティの
自主防災活動の推進する。ま
た、行政区単位の避難訓練等を
拡大していく。

・ ＮＰＯの設立・運営や各種ＣＳ
Ｏの活動支援および交流や情報
提供の促進

・ 地域コミュニティセンターの整
備・充実

これまでに久間及び轟・大野原
の2地区において、各地域コミュ
ニティセンターの整備を行った。

A
五町田地区コミュニティからの整
備要望もあっており、今後、移転
も含めた検討を行っていく。
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A

引き続き、耐震診断及び耐震改
修補助等を実施し、大規模建築
物（旅館等）の耐震化の支援も
行っていく。

・ 警察・交通安全協会・交通安
全指導員等と連携した交通安全
運動の推進

交通対策協議会において協議
がなされ、各関係機関等が連携
し街頭指導・啓発活動等を行っ
た。

A

引き続き、交通対策協議会を中
心に各関係機関が連携した交通
安全対策・運動に取り組んでい
く。

防災メール登録者数 1,200人 H30 703人 1,200人 防災メール登録名簿

市内交通事故発生件数 121件未満 H30 121件 81件 担当課調べ

防犯灯のＬＥＤ化 3,093/3,093本 H30 1,563/3,093本 2,308/3,093本 担当課調べ

（２）安全・安心なまちづくりの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

消防団員数
（うち女性消防団員数）

1,050人
（40人）

H30
1,035人
（41人）

1,036人
（44人）

消防団員名簿

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 消防団のＰＲ・理解の促進およ
び消防団員優遇措置等による消
防団員確保の推進

横断幕・のぼり旗に「火の用心・
消防団員募集」を掲げ啓発を実
施。また、分団ごとに広報ﾊﾟﾚｰﾄﾞ
を実施した。

A
様々な広報活動等でのPRにお
いて、消防団員確保に繋がる取
組みを実施していく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 女性消防団等による防災広報
活動の推進

・ 毎年度300本程度の防犯灯設
置など計画的なＬＥＤ化の促進

防犯灯LED化の計画に沿って、
令和２年度中に387本のLED化
改修・設置等を行った。

A
令和３年までにすべての防犯灯
のLED化改修を行う予定。

毎月1回と火災予防週間に分団
ごとの広報活動を実施した。コロ
ナ禍で福祉施設での啓発劇等を
行う防火教室は中止。

A
これまでの取組みを継続しなが
ら、女性消防団等よる防災広報
活動の推進に努める。

・ 土砂災害防止法や水防法に
基づく市民への防災・避難に関
する地元説明会の実施

各地区やコミュニティ等の会合
や防災訓練等の場において、防
災に関する説明等を行い防災意
識の向上を図った。

A
これまでの取組みを継続しなが
ら、地域住民の防災意識の向上
に努める。

・ 建物等の地震に対する安全性
向上のための耐震改修の促進

市耐震改修促進計画に基づき、
住宅の耐震診断及び耐震改修
工事費の補助等により支援を
行った。
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具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 空家等の把握や空家管理の
啓発および特定空家等の指導・
措置の実施

班回覧等で空き家に関する啓発
広報を行った。また、地区からの
申出等により老朽空き家所有者
へ文書指導を行った。

A
これまでの取組みを継続しなが
ら、空き家対策の各事業を推進
していく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要
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特定健診システム

20.1% 19.0% がん検診受診実績

がん検診（乳がん） 30.3%以上 H30 26.3% 23.5% がん検診受診実績

がん検診（大腸がん） 20.4%以上 H30 12.7% 10.6% がん検診受診実績

がん検診（肺がん） 18.2%以上 H30 11.5% 9.1% がん検診受診実績

がん検診（子宮がん） 25.3%以上 H30

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

（３）健康長寿のまちづくりの推進

がん検診（胃がん） 13.3%以上 H30 9.1% 9.1% がん検診受診実績

特定健康診査受診率 60.0%以上 H30 44.7% 50.5% 特定健診システム

特定保健指導受診率 60.0%以上 H30 61.2% 62.1%

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 第3次嬉野市健康総合計画
（H30～R4年度）の推進および中
間見直し

令和2年度に第3次計画の取組
み状況について、アンケート調査
を実施し、計画の見直しを行っ
た。

A

計画の中間評価結果を基に、子
どもや若年層が取り組みやすい
健康への取組み等を図ってい
く。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 特定健康診査・特定保健指導
実施率向上の推進

特定健診受診率向上のため、が
ん検診との同時実施や日曜健
診を増やした。また、未受診者勧
奨事業を実施した。

A

特定健診受診率は今後も未受
診者勧奨対策を行う。特定保健
指導はｺﾛﾅ対策を行い訪問中心
に指導を行う。

・ がん検診受診率向上の推進

市報や班回覧等を活用し受診率
向上に取り組んだ。コロナ加も影
響し受診率の向上には至ってい
ない。

A
引き続き、受診率向上の対策を
図る。日曜・夜間検診を継続し受
診率向上の環境づくりを行う。

・ 健康長寿への自己管理意識
の普及啓発

40歳以上65歳以下を対象に脳
ﾄﾞｯｸ助成事業を実施。脳血管疾
患等の早期発見と生活習慣見
直しの契機となった。

A

今後も市報や班回覧、市HP等で
広く周知を図り、疾病の早期発
見と個人の健康意識の向上に繋
げていく。

・ 「市健康マイレージ」・「県健康
アプリ：SAGATOCO（サガトコ）」
等の利用促進

令和2年度は健康ﾏｲﾚｰｼﾞ事業に
422名が申請。SAGATOKOｱﾌﾟﾘ
利用を獲得ﾎﾟｲﾝﾄ項目に追加し
普及啓発を図った。

A

健康マイレージ申請者が固定化
傾向にある。事業内容や周知方
法等の検討し魅力ある事業にし
ていく。
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備　考

ｺﾛﾅ対策はﾜｸﾁﾝ接種体制など
国等の動向に合わせ対策を実
施。他感染症も定期予防接種な
ど予防と対策の啓発を行う。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 国・県・医療機関等と連携した
感染症等対策の推進

令和2年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症対策に注力した。医療機関等
と連携し円滑なｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ接種を
実施できている。

A
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備　考

・ 生涯にわたる学ぶ気持ちの育
成および生きがいづくりの推進・
支援

かがやき大学の実施により、
日々の健康づくり・生きがいづく
り・仲間づくりなど社会参加の意
識向上が図られた。

A
引き続き、事業を継続し、生涯学
習及び生きがいづくりの推進を
図っていく。

・ 地域コミュニティ事業等による
多世代交流の推進（昔遊び・し
め縄づくり等

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ事業での〆縄づくり
や囲碁等、ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ事業で
の高齢者の昔遊び伝授等によ
り、世代間交流が図られた。

A

引き続き、地域ｺﾐｭﾆﾃｨ事業やコ
ミュニティスクール事業を継続
し、多世代交流の推進を図って
いく。

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）

・ 介護予防教室（運動教室・健
康教室）による介護予防および
高齢者運動の促進

介護予防教室は介護認定の有
無に関係なく参加できるよう周
知。多くの方が参加できるよう事
業所を1つ増やした。

A

今後も事業継続し運動機能や認
知機能の低下予防を目指す。ま
た、コロナ禍でも運動が継続でき
るように工夫する。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 各地域における高齢者居場所
づくりの推進・支援

コロナ禍で十分な活動ができて
いない状況だが、着実に高齢者
居場所づくりの定着・促進はでき
ている。

A
高齢者居場所づくりにおいては、
まだ、広がりの余地があるので、
事業の推進を図っていく。

・ 様々な層を対象とした認知症
サポーター養成講座の実施

コロナ禍において、少人数や小
中高生を中心の講座を開催する
ことができた。すでに来年度まで
の目標を達成した。

A
コロナの状況を見ながら、引き続
き、認知症サポーター養成の推
進を図っていく。

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

「高齢者居場所づくり」による
設置数

20箇所 H30 10箇所 14箇所 担当課調べ

認知症サポーター数 2,300人 H30 1,592人 2,195人 担当課調べ

（４）誰もが元気で住み続けられるまちづくりの推進

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績
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備　考

・ 既存交通路線の維持・確保

既存交通路線の維持・確保に係
る経費は年々増加しているの
の、路線の維持・確保はできて
いる。

A
今後、地域公共交通計画を策定
する上で、地域公共交通のあり
方を検討していく。

※評価欄について

Ａ：計画的に事業実施・実

施済

Ｂ：一部事業実施

Ｃ：事業検討・準備段階

Ｄ：未着手・事業休止・事業
見直し必要

・ 福祉バスを含めた市内交通シ
ステムの開発・検討

地域公共交通の全体的な見直し
が必要なため、地域公共交通計
画を策定するための事前調査業
務を行った。

A

今後、事前調査業務に基づき地
域公交通計画を策定する上で、
地域公共交通のあり方を検討し
ていく。

・ 市内全域の公共交通ネット
ワーク見直しなど「公共交通網
形成計画」の策定・推進

地域公共交通の全体的な見直し
が必要なため、地域公共交通計
画を策定するための事前調査業
務を行った。

A

今後、事前調査業務に基づき地
域公交通計画を策定する上で、
地域公共交通のあり方を検討し
ていく。

（５）地域における身近な移動手段の確保 

重要業績評価指標
目標 基準値 令和2年度末実績

R6年度（R2～6）ＫＰＩ 年度 値 値 把握方法

市内公共交通路線数 11路線 H30 11路線 11路線 担当課調べ

具体的な施策
令和2年度の進捗状況（令和3年3月末時点）

これまでの取組
（進捗、成果等） 評価 今後の取組
（予定・課題等）
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